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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
土壌クラストは土壌表層に形成される僅か数mm程度の薄層構造に過ぎないが,その影響は栽培管理
手法や土壌保全対策の確立に関する様々な側面に及ぶ｡本邦においては,北海道の大規模畑作地帯や各地
の造成農地の事例が,海外では半乾燥地での藩政効率の低下や侵食による土地荒廃に関わる重要な問題と
して多くの事例が報告され,作物生産の維持と基盤の保全にあたって土壌クラストの形成を抑制すること
が急務であると認識されている｡
土壌クラストの研究は比較的古くから始まり,様々な角度からの知見が蓄積され現在に至っているが,
今なお土壌クラストの性状に関して定量的評価法が確立されていない｡このことにより,従来の土壌クラ
ストの形成機構やそれに影響を及ぼす諸因子の解析は定性的にならざるを得なかった｡
以上を背景にして,定量的評価法の確立から形成機構の解明に至る一連の研究成果をまとめた本論文で
評価できる主な点は次の通りである｡
1.土壌薄片を用いた画像解析および透水性による土壌クラストの簡易評価法を考案し,それらの有効性
の検証を行なった｡すなわち,前者では,これまでの顕微鏡による観察記載に画像解析を組み込むことで
微細形態の定量的評価を可能にした｡また,後者は,多点数の試料を迅速に評価するのに適し,土壌クラ
ストの形成程度の判定のみならず,形成機構の推定やそれに影響を及ぼす諸条件の解明に有用と評価され
た｡
2.土壌クラストの形成程度に影響を及ぼす土壌構造の安定性は,土壌の初期水分条件に大きく依存する
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こと,すなわち,降雨前に土壌が乾燥状態にあれば土壌クラストが形成され易いことを明らかにした｡
3.土壌クラストの形成機構に関して,スレーキング型およびインパクト型作用機構が働いていること,
さらに異なる土壌水分領域におけるそれぞれの寄与を定量的に明らかにした｡
4.土壌クラストの形成に及ぼす降雨特性の影響について検討し,降雨量や降雨時間よりはむしろ降雨の
強度分布がより重要であることを明らかにした｡
以上のように,本論文は土壌クラストの定量的性状評価法の確立とそれに基づいてクラスト形成機構の
解明を行なったものであり,現在世界各地でみられる土壌荒廃現象の機構解明や発生予測をはじめ,それ
らの問題を回避するための具体的な対応策の確立,さらには環境適合性の高い将来の合理的土壌管理法を
策定する上で,土壌学,農学,環境科学の基礎および応用の両面において貢献するところが大きい｡
よって,本論文は博士 (農学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,平成9年2月17日,論文並びにそれに関連した分野にわたり試問した結果,博士 (農学)の学位
を授与される学力が十分あるものと認めた｡
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